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本日のテーマ

‣ アウトプット・ストリーム・アーカイブ
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演習の領域

3

紀元前 
古代文明

イスラム 
大翻訳時代

欧州 
大翻訳時代

16c 
ルネサンス 科学革命期 近代 

万博期
現代 
情報社会

20c 
工業社会

メディア史

美術思想史
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BookStack
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‣ BookStack 

‣ 本棚のようにノートを残すサービス 

‣ ストック・アーカイブ型 

‣ 手順は別資料を参照



Mattermost

5

‣ Mattermost 

‣ Slackのクローンサービス 

‣ チャットや情報共有に活用 

‣ ストリーム・ログ型 

‣ 手順は別資料を参照



メディア史ふりかえり
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‣ 個人の思考の発展は人類社会を進歩させた 

‣ しかし個人の発達は共同体の分裂でもあり主観に戸惑う時代に 

‣ 独立性を強めた主観同士をあらためて結び直す時代 

‣ メディアの重要性の向上 

‣ 個と個のつながりをなめらかに 

‣ メディア化の機会を増やし, メディア・サイクルを促進させる



本日の議論・考察一助

a. ここまでのメディアと思考に関わる議論を再度試みよう 

b. メディア・サイクル(場・表現・創発)とアウトプット・ストリーム・アー
カイブの関係性を考えてみる 

c. メディアの歴史と, ものづくりにはどんな関係があるだろうか？ 

d. その他、今回の内容で深めたいところがあれば
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次回予定

‣ 美術思想史1 : 観察の変遷 - 表現者の思考
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